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建設企業常任委員会次第 

 

令和２年９月２３日（水）１０時 

於   大 会 議 室 

 

１ 開 会 

 

 

２ 議 事（都市局、水道局関係） 
⑴ 付託された議案の審査 

 議案（１件） 

 議案第８２号 市道路線認定のこと 

･････････････････ 田仲 道路安全室長兼道路総務課長 

 

 

⑵ 報告事項（５件） 

ア （仮称）１７号池公園の整備状況について 

※ 資料参照 ･･･････････････････････････････ 門田 緑化公園課長 

 

イ 南畑踏切の安全対策について 

※ 資料参照 ･･･････････････････････････････ 嶽下  道路整備課長 

 

ウ 玉津大久保線の早期整備に向けた神戸市への要望について 

※ 資料参照 ･････････････････････ 吉川  道路計画・保全担当課長 

 

エ 山手環状線（大窪工区）の整備について 

※ 資料参照 ･････････････････････ 高田  山手環状線整備担当課長 

 

オ 阪神水道企業団からの新規受水について 

※ 資料参照 ･････････････････････････････････ 新田 水道局次長 

 

 

⑶ その他 

 

 

 

３ 閉 会 
以 上 
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南畑踏切の安全対策について 

 

１ 概 要 

ＪＲ西明石駅の西側に位置する南畑踏切は、幅員が狭小で踏切延長が長いことに

加え、ピーク時には 1 時間当りの遮断時間が約 40 分のいわゆる「開かずの踏切」

であり、踏切道改良促進法における「改良すべき踏切」として指定を受けています。 

市および JR は、南畑踏切の安全対策について地元住民との意見交換会などを経

て、横断歩道橋を設置して踏切は閉鎖することとし、2017 年度（平成 29 年度）か

ら横断歩道橋（エレベータ含む）の整備に取り組んでいます。併設するエレベータ

は、踏切利用者の多いことや歩道橋の高さが地表から約 11m に及ぶことを踏まえ、

24 人乗り（内空 1.5m×2.3m）の大型サイズを設定しております。 

踏切幅員：2.8m  長さ：35.5m 

利用者(バイク,自転車,歩行者)数：約 3,400 人／日 
 

２ これまでの経緯 

2017 年度（平成 29 年度）から概略検討に着手し、現在、用地測量・物件調査 

および詳細設計に取り組んでいます。（横断歩道橋の配置計画は別紙のとおり） 

平成 29 年度       概略設計 

平成 30 年度～令和 2年度 詳細設計（JR 協定） 

令和 元 年度～令和 2年度 測量委託、物件調査 
 

３ 今後のスケジュール 

詳細設計が 、概ねまとまってきたことから、本年中に地元役員を対象とした説明

会を開く予定です(10 月予定)。また、今年度中に工事着手する予定で、2023 年度

（令和 5年度）末の完成を目指して取り組んでまいります。 
 

 
2020 年度 

(令和 2年度) 
2021 年度 

(令和 3年度) 
2022 年度 

(令和 4年度) 
2023 年度 

(令和 5年度) 
2024 年度 

(令和 6年度) 

工事協定（JR）      

準備工      

基礎工      

橋梁製作      

橋梁架設      

附属物工      

踏切廃止工      

 

４ 事業費 

総事業費 約 16 億円 

 うち、市負担分 約 2 億円（起債対象） 
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横断歩道橋配置計画図
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玉津大久保線の早期整備に向けた神戸市への要望について 

 

１ 背 景 

  本市の江井ヶ島松陰新田線につきましては、明石市大久保町と神戸市玉津

町の地域間における国道２号や県道神戸明石線等の慢性的な渋滞の解消や地

域間の活発な交流、災害時における避難・救援経路の確保といった課題解決

を図るため、令和 5年度の完成を目指し、重点的に取り組みを進めています。  

当該道路は、神戸市の玉津大久保線と連続した幹線道路であり、ともに完

成し、国道 175 号に接続することで一つの幹線道路ネットワークとして、事

業効果を発現するものです。 

 

 

 
 

 

２ 要望概要 

  事業未着手となっている玉津大久保線との一体的な整備が不可欠であるこ

とから、これまで神戸市とは、実務者による協議を重ねてきたところ、2020

年 9 月 3 日（木）に神戸市役所において、泉市長から神戸市油井副市長に玉

津大久保線の早期整備について要望書を手交しました。（別添参照） 
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山手環状線（大窪工区）の整備について 

都市計画道路山手環状線（大窪工区）の整備について、2026 年度（令和８年度）の

完成を目指して取り組みを進めており、現在までの取り組み状況と今後のスケジュー

ルを報告します。 

１ 現在までの取り組み状況 

  県の事業認可を取得するためには、道路構造令に基づき、接続する大久保石ヶ谷

線の交差点改良（右折車線の設置）が必要となるため、それにかかる都市計画変更

の手続きを行いました。 

 令和２年２～３月：関係権利者へ事業概要説明 

   〃   ５月：都市計画変更素案の意見募集【5/11～6/1】 

           →意見書２件あり（賛成１件、その他１件） 

   〃   ７月：都市計画案の法定縦覧【7/15～7/29】 

           →意見書の提出なし（縦覧者１名） 

   〃   ８月：都市計画審議会【8/27】 

          都市計画変更告示【8/31】 

２ 今後のスケジュール 

  現在、兵庫県に事業認可申請を行っており、１０月中に事業認可を取得する予定

です。事業認可後は、速やかに国の交付金申請の手続きを行い、権利者説明会を経

て、用地測量や詳細設計等の事業に着手します。 

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

供
用
開
始
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通
）
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阪神水道企業団からの新規受水について 

 

１ 新規水源の必要性 

明石川河川水は以前より水質悪化が危惧されており、現に有機フッ素化合物（PFOS・

PFOA）の問題が顕在化しています。また、水量が不安定という問題もあります。 

市内の各浄水場においては老朽化の問題があります。施設更新には多大な費用を要す

るため、すべての浄水場を維持することは経営上困難です。 

そこで、平成 29年３月に策定した明石市水道事業経営戦略においては、明石川河川水

の代替水源となる新規水源を確保して必要水量を確保するとともに、明石川からの取水

を廃止することを前提に明石川浄水場および鳥羽浄水場を段階的に廃止する計画を定め

ています。 

 

２ 阪神水道企業団からの新規受水について 

明石市水道事業経営戦略では、受水先として阪神水道企業団または兵庫県営水道を想

定しています。 

このたび、阪神水道企業団からの新規受水に向けて阪神水道企業団、神戸市水道局お

よび明石市水道局の３者による協議の場を設けることとなり、８月７日に第１回の協議

を行いました。明石市としては、令和７年度からの新規受水に向けた検討をお願いして

いるところです。 

阪神水道企業団からの新規受水に当たっては、他に厚生労働省への認可変更手続等も

必要であり、上記３者協議と並行して厚生労働省との協議等も進めていきます。 

阪神水道企業団への加入に当たっては、構成団体間の調整等も必要であり、時間を要

することも想定されますが、令和７年度からの新規受水に向けて鋭意努めてまいります。 

 

３ 今後に向けて 

阪神水道企業団からの新規受水については、現在のところ水量１万トン/日の受水が予

定されています。 

明石川浄水場の廃止のためには２万トン/日の受水が必要であるため、残り１万トン/

日の受水の実現のための条件について、上記３者協議の場で検討を続けていきます。 
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